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I
5
月
か
ら
愛
の
ひ
と
こ
と
運
動
I

南
朝
は
じ
め
、
年
長
者
が
艮
減
あ
る

社
会
人
と
し
て
行
勅
す
る
L
手
志
に
、

茜
少
卓
を
い
た
わ
り
、
は
げ
ま
す
蔓

の
ひ
と
こ
と
∵
逃
勤
を
、
年
間
の
県
民

運
動
と
し
て
進
め
て
い
こ
う
と
、
癌
閉

幕
＝
少
年
闘
適
滋
議
会
が
広
く
地
域
社

の
一
堤
と
し
て
行
な
う
も
の
で
、
と
く

に
五
月
の
強
調
月
間
で
は
県
下
一
斉

に
、
「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
を
実

施
し
気
運
の
じ
ょ
う
戊
を
は
か
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

運
動
目
標

会
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．
　
　
－
レ
　
1
健
全
な
審
慮
つ
く
り
と
、
よ
り
よ

こ
の
遊
動
は
湾
少
年
保
護
育
成
運
動
　
　
い
社
会
環
靖
を

2
勤
労
骨
少
年
の
敦
請
の
振
興
と
裾

祖
の
抑
進

3
膏
少
年
の
碧
汀
防
圧

以
上
3
日
標
の
混
成
を
期
す
る
た
め

町
民
客
位
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

門
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
せ
ん
』

を
合
一
］
葉
に
〓

毎
日
の
姉
的
紙
上
に
発
破
さ
れ
る
数

々
の
い
ま
わ
し
い
記
事
は
本
当
に
目
を

お
お
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
腺
戦
後
－

十
年
、
世
の
中
は
進
ん
だ
と
は
い
え
、

葦
少
草
の
非
行
は
年
々
柄
加
の
一
途
を

た
し
一
っ
て
い
ま
す
。

旧
つ
く
り
、
人
づ
く
り
は
さ
け
ほ
れ

て
い
る
が
、
ど
ん
な
閏
つ
く
り
、
人
つ

く
り
を
す
べ
き
か
〓
平
和
な
民
主
的
な

困
、
周
を
髪
し
社
会
に
有
為
な
人
つ
く

り
、
華
鯵
が
知
っ
て
い
る
が
事
実
は
と

う
で
し
ょ
う
。

本
町
数
蕎
嚢
貴
会
は
社
会
竣
背
面
に

お
い
て
、
公
徳
心
奪
接
し
よ
う
り

実
に
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
い

う
世
の
中
、
道
義
心
の
う
す
れ
つ
つ
あ

る
今
日
、
細
々
消
極
的
な
つ
ち
み
は
あ

る
が
、
美
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
虹
と
い

う
合
言
萎
C
葵
馨
挙
げ
た
い
の
で
、

蒋
様
の
御
協
力
を
お
顧
い
し
ま
す
i
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駆
I　　定日

掘
和
四
十
華
∴
贋

遠
賀
町
教
育
施
策
要
綱

国
家
社
会
の
発
展
に
た
い
し
、
敦
詩
の
果
た
す
唖
婁
な
役
削
奪
え
人
間
形

成
と
科
学
技
術
教
語
の
掻
興
こ
そ
今
日
の
要
諦
と
し
て
最
も
緊
築
な
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
馨
町
教
渚
奄
出
会
は
こ
の
要
諦
の
上
に
立
っ
て
惰
内
各
学
校
及

び
各
棟
社
会
教
育
用
体
と
盗
密
な
逃
け
い
の
も
と
に
実
鰻
に
即
応
す
る
教
背
を

推
進
し
、
輿
に
扱
高
効
果
の
実
現
を
期
し
た
い
。

こ
の
よ
っ
な
観
点
か
ち
本
年
喋
は
特
に
次
の
諸
施
策
を
推
進
す
る
。

・
公
民
築
饗
の
促
進

・
公
民
分
館
の
螺
偶

の
社
会
敬
語
襲
者
の
蒼
成
強
化
に

窮
め
る
。

㈲
脅
少
年
扱
高
の
充
実
に
鮮
少
誓

初
案
磨
教
育
の
麗
子
満
会
探
塙
の

浄
化
に
努
め
る
。

㈲
社
会
椿
諸
の
振
興
喜
図
る
。

㈲
婦
人
学
級
の
推
進
に
窮
め
る
。

珊
和
四
　
十
鉦
‥
度

区
長
、
分
館
長
な
ど
決
る

が
＝

ん
＝

お
一

瓢町－

学
校
教
育
に
つ
い
て

昭
和
四
十
年
度
は
学
校
数
宙
の
内
容

面
に
お
い
て
は
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ

て
小
学
鮫
で
充
年
目
、
中
学
校
で
は
閥

年
目
に
あ
た
る
。
－
未
し
て
小
筆
嬢
に

お
い
て
は
教
科
湾
が
全
面
的
に
改
正
さ

れ
た
た
め
、
こ
れ
の
研
究
を
申
祝
し
、

現
鵬
鞍
菅
の
徹
底
を
は
か
る
と
と
も
に

憩
礎
学
力
の
充
実
を
期
す
る
、
車
に
し

て
醤
内
面
小
学
校
は
科
学
教
背
と
…
…
積

数
背
に
お
い
て
は
県
内
の
優
秀
校
で
あ

り
益
々
こ
れ
が
研
究
を
推
進
す
る
。

1
教
育
内
容
の
充
実
強
化

用
遊
篠
敬
語
児
種
牛
秘
結
粕
の
徹
底

を
関
る
。

・
遺
徳
時
間
の
厳
守

・
教
職
」
の
実
践
活
肋
の
推
進

・
遺
徳
教
育
資
料
の
離
鵬

・
毅
焔
の
転
倒
と
浄
化

・
閣
題
児
の
特
別
簡
導

の
科
学
技
術
教
育
の
推
韻
を
図
る
。

・
科
学
的
合
理
的
坐
祇
態
座
の
養

成
・
実
験
観
察
、
英
語
の
市
税

・
周
到
な
る
塑
欄
と
整
図

・
鵠
礎
的
技
能
の
練
成

㈲
碁
礎
学
力
の
発
寒
向
－
を
図
る
。

・
学
習
目
標
の
明
磁
化

・
教
材
探
究
と
漕
尊
の
創
意
工
夫

・
学
習
内
容
の
系
純
化

・
白
玉
的
学
習
葉
欲
の
刷
上

・
反
覆
練
習
と
総
統
掌
翌

・
教
典
の
効
果
的
活
用

・
達
切
な
る
評
価
の
基
地

㈲
捷
魔
の
鮎
進
と
体
力
の
向
－
喜
因

る。・
正
課
体
苗
の
完
全
実
施

・
課
外
休
嵩
の
適
正
化

・
体
育
行
事
の
計
胸
輯
継
続
性

・
身
体
検
証
の
結
粟
の
活
用

・
奨
金
教
育
綬
抵

2
教
職
員
の
資
質
の
向
上

の
教
職
楓
の
研
修
お
よ
び
教
育
研
究

を
推
進
す
る
。

・
現
職
故
商
の
充
実
強
化

・
特
殊
学
級
の
研
究

・
補
導
教
師
の
活
用

・
校
務
分
掌
の
連
語
化

㈲
健
康
衝
撃
涜
神
腔
生

㈲
施
設
設
備
の
繋
鯛
と
管
理

・
選
録
中
学
段
堕
抜
染
の
完
成

・
お
門
小
学
校
の
糀
偽
と
講
堂
建

築
・
滝
本
小
葉
雷
体
の
油
菜

・
整
叢
棲
賢
の
鍵
硝
充
実
と

適
正
辞
理

社
会
教
育
に
つ
い
て

社
会
教
育
轟
す
る
に
は
常
に
こ

の
教
育
が
町
民
の
生
活
に
つ
な
が
り
を

も
っ
て
い
る
こ
と
か
短
資
で
あ
る
。
こ

れ
が
為
に
は
、
住
民
の
心
髄
を
つ
か
ん

だ
教
育
で
あ
り
、
住
民
の
世
論
の
と
に

た
っ
た
企
画
で
あ
り
、
住
民
の
馨
峯

満
足
さ
せ
、
域
葉
を
肇
げ
縛
る
輿
に
迫

り
く
る
生
活
上
の
切
実
な
謀
題
を
解
決

す
る
為
の
教
常
勤
葉
の
向
上
を
期
し
た

こ
れ
が
た
め
本
草
曖
社
会
撤
高
の
目

標
を
公
徳
心
の
苗
場
に
お
き
、
社
会
道

義
を
た
か
め
天
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
』

と
い
う
吉
葉
を
ス
ロ
ー
カ
ン
と
し
て
腰

幅
さ
せ
た
い
。

－
社
会
教
育
の
強
化

用
社
全
署
背
施
設
の
充
実
促
唯
を
図

る。

昭
和
囲
上
隼
暖
は
早
く
竜
一
日
華
を

過
ぎ
ま
し
た
が
、
本
年
硬
の
各
部
落
の

医
長
、
駕
彊
組
合
長
、
分
館
長
（
．
部

未
定
）
及
び
婦
人
会
麦
郡
長
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ち
せ
し
ま
す
∪

な
お
、
役
虞
に
な
ら
れ
た
万
々
に

は
、
今
後
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
色
々
と
細
協
力
を
お
頗
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
問
い

し
ま
す
。

区
長
及
び
生
産
組
合
長

鳥
∴
津

若
∴
松

鬼
∴
滝

尾
∴
騒

動
　
婿

今
古
賀

i
讃
用

木
　
や

涜
　
木

上
別
府

転
生
清

栄
∴
町

函
　
町

広
∴
椴

老
∴
良

若
葉
台
，

松
ノ
本

千
代
丸

旧
　
偉

道
∴
請

遣
神
川

江
藤
∴
∴
俊
（
区
・
生
）

△
入
江
∴
∴
孝
（
　
タ
　
）

井
口
∴
正
利
（
　
ク
　
）

石
松
∴
方
即
（
　
タ
　
）

仲野∴利浴へ・／　）

○
集
団
十
久
夫
（
　
ク
　
）

山
内
一
太
郎
（
　
I
享
　
）

楠
田
　
秀
男
（
匡
・
生
）

森∴∴来場（・／　）

△
石
松
∴
四
郎
（
　
ク
　
）

早川房五郎（　／　）

頼
入
会
役
員

高
橋

右
曲

集
田

無
割

へ
ノ
ー
＼

〓
・
“
u

柴
田

永
闇

米
広

末
上

紺
野

亀建（　I享　）

槙（　ク　）

嬢
彦
（
厚
・
牛
）

大鵬（　■／　）

捷
一
（
　
ク
　
）

森井（　生　）

昭
一
二
一
ク
　
）

稔（・／　）
文
蔵
（
　
ク
　
）

秀男（・／　）

＼
匿
は
区
長
、
生
は
生
－
組
合
工
、

医
・
生
は
医
長
・
宮
高
誼
へ
i
　
樵

－
∵

勘
婦
人
会
長

ク
　
部
会
長

ク

短
大
室
茶
業

島
　
津

岩
　
松

鬼
∴
軽

尾
　
崎

別
　
府

合
計
㌍

手
代
丸

木
　
守

高
∴
零

せ
∴
患

尾
　
亀

虫
位
汀

最
∴
本

宅
∴
良

」－　　十日
目
　
，
年
”

去
∴
母

校
の
本

言
u
Y
日
日

J
I
l
L
I

淫
崎
　
廊
須

織
用
高
一
へ
手

口
野
ミ
工
手

矢
野
（
ツ
ヱ

舛
漆
す
み
え

望
ふ
く
え

広
田
　
ト
キ

外
山
チ
エ
丁

入
江
み
つ
子

花
田
阜
ン
十

村
贈
∴
久
子

石
松
、
、
、
ユ
キ

安
擦
り
メ
丁

白
石
∴
春
子

市
野
・
、
、
工
手

森
∴
み
つ
え

高
嶋
へ
）
さ
え

水
上
マ
申
子

薬
用
　
光
子

薬
用
　
i
沢
子

歯
向
生
る
え

束
∴
町
∴
∴
里
人
i
l
ト
ン
i

日
、
一
日
間
月
余
夏
　
用
雷
同
∠
長



遠
賀
中
学
校
の
防
音
改
築
に
つ
い
て

河

川

愛

護

の

お

願

い

i
－
、
I
i
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
i
l
i
i

遼
鉦
中
学
校
の
鉄
蹄
璧
最
飽
工

事
に
つ
い
て
は
、
町
内
に
お
い
て
色

々
の
晦
が
な
さ
れ
て
い
る
や
に
聞
き

及
び
ま
す
が
、
華
の
経
細
を
簡
単
に

述
べ
て
参
考
に
接
し
た
い
と
思
い
ま

す。
本
年
一
月
十
五
日
発
行
（
第
五
四

ロ
ケ
）
の
町
塾
C
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
、
三
十
九
年
曖
（
第
一
期
工
事
）

は
、
全
工
叫
の
内
三
階
建
十
二
教
室

の
主
体
工
事
だ
け
を
平
定
ど
お
り
施

行
し
ま
し
た
。
四
十
年
度
工
哩
と
し

て
は
主
体
工
恒
の
残
り
と
、
内
部
工

邸
や
外
装
工
重
を
け
な
っ
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
の
ま
ま
の
媒

体
を
朝
夕
ご
覧
に
な
る
の
で
、
町
民

各
位
に
お
い
て
も
工
事
の
完
成
を
亀

鯛
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
出
土
年
三
月
中
に
は
出
門
小

学
校
同
様
、
鬼
郊
な
容
姿
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

地
籍
調
査
第
1
年
次
事
業
完
了

第
2
年
次
島
津
、
広
渡
、
今
古
賀

国
土
調
査
法
に
基
づ
く

地
籍
韻
盃
に
つ
い
て
　
日

野
様
に
は
町
報
そ
の
他
に
よ
り
厩
に

∴
こ
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
．
本
町

田
に
お
き
ま
し
て
は
掘
和
三
十
九
年
腿
よ

こ
宝
年
計
画
を
も
っ
て
町
内
会
城
に
亘

－
－
り
抑
籍
調
盃
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

一
ま
し
た
。

細
　
第
一
笠
搭
薬
と
し
ま
し
て
剛
担
ニ

十
九
年
度
は
次
の
と
お
り
実
施
し
、
年

噴
水
を
以
っ
て
所
定
の
工
程
を
完
了
し

ま
し
た
。

実
施
地
域
　
木
等
、
放
木
、
毛
皮

ク
　
両
横
∴
四
・
〇
八
平
方
㌔
㍍

ク
　
工
程
　
三
角
制
空
多
角
測
脆

平
板
測
草
一
茂
地
調

査

印
面
瓢
湖
筆
触
液
関
節
の
作
成

及
び
認
証
に
つ
い
て
は
、
咽
和
閃
十
年

度
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
二
年
盗
蔓
の
蝿
和
四
十
年
腱
は

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
U

m
実
施
地
域
∴
高
津
、
喰
渡
、
今
古
都

ク
　
両
税
∴
四
・
六
〇
平
方
高
相

ク
　
工
程
∴
三
周
測
厳
、
多
角
測
龍

平
妓
測
畢
一
箪
地
調

査

の
実
施
地
域
　
末
書
流
木
、
老
良

ク
　
面
積
∴
四
・
〇
八
平
方
㌔
㍍

ク
∴
工
程
　
高
級
測
塞
地
籍
関
簿

1
川
の
中
に
「
ゴ
ミ
」
な
ど

を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

川
に
「
コ
ミ
」
な
ど
を
捨
て
る

と
、
水
門
や
樋
街
の
扉
が
し
ま
ら
な

か
っ
た
り
、
洪
水
の
流
れ
を
さ
ま
た

げ
た
り
、
堤
蹄
の
法
面
を
弱
く
し
て

被
富
を
起
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

2
無
断
で
川
の
中
の
土
砂
を

破
っ
た
り
、
耕
作
を
し
た

り
、
工
作
物
を
設
け
な
い

の
作
成
及
び
認
証

本
調
証
の
内
で
志
大
切
な
義
冊

調
査
（
単
板
測
量
の
操
船
と
な
る
）
に

つ
き
ま
し
て
各
個
人
所
有
地
の
一
節
琉

杭
を
指
定
期
日
（
後
日
関
係
栂
浴
へ

通
知
）
ま
で
に
洩
れ
な
く
打
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
特
に
お
用
い
し
ま
す
。

又
、
本
棚
託
の
こ
と
で
擬
間
の
点
が

あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
役
場
経
済
課
事

業
係
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

以
上
現
在
ま
で
の
地
謡
掴
禿
撃
業
の

進
み
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
次
号
か
ら
は
国
士
調
査
の
あ

ち
ま
し
、
地
籍
調
査
の
L
稼
、
方
法
、

潤
題
意
、
利
点
鴛
に
つ
い
て
説
明
申
し

上
げ
る
予
定
で
す
。

「
国
の
建
設
は
国
土
調
査

か
ら
　
町
の
建
設
は
地

籍
調
査
か
ら
」

よ
う
に
し
ま
し
ふ
う
。

十
秒
を
無
計
画
に
取
る
こ
と
は
、

洪
水
の
流
れ
を
変
え
た
り
、
川
虞
が

下
っ
て
護
持
や
、
柄
脚
、
根
な
ど
の

施
設
に
渡
鳥
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
耕
作
は
地
肌
が
欣
い
た
め

洪
水
に
よ
っ
て
撮
れ
や
す
・
＼
な
り
、

偉
物
の
桶
数
に
よ
っ
て
は
、
流
れ
を

胞
害
し
、
被
告
を
属
す
帰
関
に
も
な

り
ま
す
。

ユ
作
物
を
川
の
中
に
最
げ
ろ
こ
と

は
洪
水
の
語
れ
古
間
宜
し
、
被
告
の

原
因
を
つ
く
り
ま
す

3
無
断
で
堤
防
を
物
証
塙
、

物
干
堀
な
ど
に
利
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ー

堤
防
は
淡
束
の
間
に
は
主
翼
な
水

防
用
通
略
と
在
る
た
咋
　
物
出

場
、
筋
子
用
な
し
は
水
防
揺
動
を

さ
ま
た
け
よ
㌔

4
3
項
の
河
川
敷
川
に
対
す
名
利
耕
行

為
に
つ
い
て
居
、
河
川
浩
持
上
支
持

が
な
い
と
詰
め
手
出
合
は
点
さ
れ
る

事
が
あ
り
ま
す
の
一
㌧
詳
細
に
つ
い

て
は
関
係
－
否
定
所
思
叢
へ
お

問
い
合
わ
せ
上
き
い
。

冬
物
の
整
理
は
早
目
に
ー

雨
の
多
い
5
月
に
な
り
ま
し
た
。

冬
物
の
離
間
を
す
る
時
期
－
－
C
す
J
い

ま
ま
で
の
統
計
に
点
る
と
．
5
月
は
、

2
、
3
日
く
ら
い
し
か
点
い
日
は
な

く
、
1
4
日
間
が
雨
で
、
あ
と
は
空
の
多

い
お
天
気
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
掘
れ
た
合
間
を
見
て
、
冬
物
の

整
邦
を
し
て
お
さ
ま
し
享
つ
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
も
の
は
早
目

に
親
し
、
セ
ー
タ
ー
期
は
よ
く
干
し
て

必
ず
殺
虫
剤
を
入
れ
て
、
パ
リ
エ
チ
レ

ン
の
袋
で
簡
勤
し
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

充
分
に
虫
ほ
し
を
し
て
」
C
き
れ
ば

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
お
く
こ
と
で
す
。

ヒ
メ
マ
ル
カ
ツ
オ
フ
シ
ム
シ
と
い
っ
て

こ
の
卵
が
毛
織
物
に
つ
く
と
厄
介
で

す
。
殺
虫
剤
で
は
駆
除
で
き
ま
せ
ん

が
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
お
け
は
卵
が

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

は
り
襟
え
の
必
填
の
め
る
詰
物
類
も

目
口
に
す
ま
せ
て
お
き
ま
し
ま
つ
。
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」蘭書が当部瀞 
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遠賀青果市域前に建てられた「交通安全宣言」の瑤

妓近一年間　の交通事故発生状況

（遠賀青果市場一画IIi橋）

欝詳「事故桶那 ����� ��「都政の種贋 
39．1‘．12 �� ��� ��死者1 

3 �1．19 �‾計三千濯衰－－ ���‾－「顧姐遜怯 ��物32千円∴彊1 
3 �1・齢 � ��� ��暁　1 
3 �l：訝‾ �「寿賀啓三百蒔蒋「‾‾ ��� ��垂　1 

3 �3．14 �‾庸二二と天蚕一一‾‾‾‾‾ ��� ��‾汀‾‾‾‾‾‾ 「揚‾‾諏軒下「‾‾‾‾ 

3、功一－ �大館とパス ���「富商麗辞禾霜雪‾－ 
3 �亭二軍二 � ���‾「六ブ爾不通‾－ ��璽重臣二二重三二 
3 �5㌧25‾ �庸二と慮一 ���「蘭露春霞－ ��嘩∴」－ 

6．3－ �‾一天再転落－ ��� ��「瘍「豹千円 
3 �6．4 �波貸し藤一 ��� ��髄　＿］」＿＿＿＿＿＿＿ 

3 �6．11 � ���前方不注視 ��繭千円死1憧l 
3 �6÷lT‾ � ��� ��「亥「面両面‾‾一°－ 

3 �6．11 �l �と廠二 �� ��「効「平面「‾ 
39 �619 �� �� ��燦　3 、3 3 �講∴ ��軍と自三 ��追越不適 ��物　30千旦＿＿ 

亨唾「去 � �‾畜畜　　　「　‾‾‾‾‾‾－‾‘‾‾‘ ��物112千円 

39 �・‾‾71‡］ ��二と－ � �‾‾‾ララ二手頭存希薄‾‘‾‘‾‾‾‾ ��物15千円 

3 �7．23 ��一三と �ど雪面‾－　右 ��通行 �‾暢‾－．i頓中　「 

3 �百二2‾－‾ �� � � �画布㌻‾‾‾‾‾‘－‾‾ �「君一部千両－ 

9．3 �ニ天頂至 �� ��‾衰‾‾－‾‾－－ �物‾40千円 
9．8 ���徐 ��一　行 �騨　1 
9．10 ��ヨ’ �落‾　　　　　郁 ��万春雷虜‾‾－ �「揚10千rli 

3 �．9．6　　贋 ��真二 �［丁者　　　　　徐 �� �球　l 

二手 3 �‾§÷I否‾ ��‾償 二行 �薬　　　　　　遼 ��し過ぎ �「訝「強面　「 
．9．21 ���源「‾‾‾「董 �� 

39 39 39 39 39 �io：‾6‾ 同工享 10・グ 10「妨 11・4 5‾ �「天爵荘 原二と ��告 �二三画壇蔓二二二二二二 ��物15Tiij 承1 

L �� � �＿型二旦世上＿＿＿ 
〉”天蚕とt ��航旨　　　　　　　フ ��レ‾二手楳‾作不適 � 
‾‾i十王三 �� � � �勃 

‾‾療二二千 �� �� �死　l‾ 

‾3♀ 39 �1．12　i ��‾「二王‾ �綱 ��：洋観 �物　＿7＿世上 

12．31　l ��畠・と �飲 ��洒 �巌1物10千円 
1．1 �‾－虚血と �� �� �死l　重l 

40．1．笈） �� ��乗　　　　　　車 �� �115千川 

40．2．25 �� ��蛋　　‾‾‾‾‾璃 ��菟評－‾‾‾‾－‾‾ �物　250手間 

‾一　交通は、笑頓でま一、で感謝で進む

交通法、活かす衝から消える事故
（交通安全朗読入選作品）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

5

月

日

日

～

5

月

如

日

こ
と
し
一
心
唇
の
交
通
安
全
運
動
が
全
閉
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
歩
行
雫
避
庭
番
が
お
互
に

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
一
醇
大
切
で
あ
り
ま
す
。
萎
付
議
も
遵
接

着
も
次
の
こ
と
だ
け
は
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
〃

0
歩
逆
の
あ
る
道
路
で
は
歩
道
を
、
ま

た
、
歩
道
の
な
い
通
路
で
は
必
ず
右

側
鞠
を
通
り
ま
し
ぎ
つ
。

○
近
く
に
横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
急
ぐ
と
き
で
も
廻
り
道
に
な
っ

て
も
必
ず
機
断
歩
道
を
手
を
あ
げ
て

通
り
ま
し
ょ
う
。

○
垂
の
面
前
、
畦
後
の
通
行
∴
址
蕗
の

斜
め
横
断
は
も
っ
と
も
危
険
で
す
か

ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
は
危
険
で
す
。

必
ず
保
護
憲
と
が
手
管
ひ
い
て
歩

き
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
〃

○
よ
っ
は
ら
い
、
無
免
許
避
懐
は
お
そ

ろ
し
い
事
故
を
達
し
ま
す
の
で
、
し

な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
、
無
理
な

追
越
し
は
、
大
き
な
西
牧
の
も
と
で

す
。
注
慈
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
は
完
全
に
駈
備
し
て
運
転
し
ま
し

ょう。

○
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
運
転
す
る
と
き

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
程
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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キュ∴ウリの手入れに余念がない井口正喜富

書き表電鍵輸血　＿彊函醒醜密輸Lhn � 
冊へ’叫闇1、　　　　　　　　　　　　　　　／　－i孫紫綬繋冷汗「1葛 
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丁∴∴∴一章∴∴∴「∴「∴∴∴　∴∴中一∴∵I∴一 ��義議題畿護懸 
芦屋台地に建設されたビニール鉄原ハウス（212坪）

近
代
的
施
設
に
よ
る

キ
ュ
ウ
リ
の
ハ
ウ
ス
栽
培

－
　
芦
屋
台
地
で
井
口
檀
春
雷

近
年
塵
村
の
若
い
労
柳
刃
が
都
会
に

≡
梁
怒
哲
監
氏
霧
婆

＝
君
（
二
二
）
が
こ
の
側
壁
霜
用
経
営
さ
れ

言
い
毒
窄
幸
吉
U
を
約

二
、
0
0
0
本
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
生

言
も
露
に
よ
く
、
去
る
4
月
雷
中

一
闇
市
∴
地
質
郡
各
町
の
技
術
買
現
地
研

一
発
会
に
訪
れ
た
接
術
蹟
蓬
も
、
す
ほ
ら

ゝ
〓
い
生
漂
怒
し
て
い
た
。

刀
ニ
∴
な
お
、
ハ
ウ
ス
裁
馨
の
繊
接
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
穀
段
若
　
造
隅
町
鬼
津

井
口
　
i
肌
掌

○
施
設と

ニ
ー
ル
鉄
脅
ハ
ウ
ス
A
l
理

二
三
坪
　
二
遜

○
威
∴
培

品
種
　
久
爾
来
総
合
H
理

経
極
　
論
月
お
目
一
同
移
植

定
離
∴
2
月
1
2
日

収
趨
初
め
　
3
月
1
5
H

O
肥
∴
料

液
肥
（
優
々
複
合
2
弓
）

生
育
初
期
　
六
〇
〇
倍
∴
向
田
に

一
回

生
育
中
期
－
囲
0
0
倍
　
三
日
に

一
回

○
禰

水
初
期
2
－
3
日
に
一
同

中
期
2
日
に
一
同

株
1
㍍

株
2
回
ル

天
候
状
態
に
よ
り
施
肥
同
数
及
び

翻
水
嶋
を
か
ー
え
る
。

除
タ
イ
セ
ン
∴
ン
ミ
ル
ト
ン

轟
薬
の
保
管
に
注
意
を

今
年
も
娃
薬
の
使
用
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

福
岡
巣
で
は
6
月
ュ
5
日
か
ち
1
月
1
4
日

ま
で
を
、
農
薬
の
危
薯
防
圧
月
間
に
し

て
い
ま
す
。

街
年
、
農
薬
の
使
用
糊
に
な
る
と
農

薬
に
よ
る
班
故
老
が
多
く
、
航
和
3
8
年

は
5
6
名
、
昭
和
約
年
は
3
1
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
3
8
年
に
ぐ
ち
べ
3
9
年
は
掴
定

義
物
で
あ
る
パ
ラ
チ
オ
ン
刺
の
使
用
が

準
漉
し
た
た
め
、
函
話
者
が
激
減
し
て

い
ま
す
が
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
，
ハ
ラ

チ
オ
ン
剤
に
よ
る
自
種
者
が
3
8
年
と
ほ

ぼ
固
数
の
2
4
名
で
変
り
な
い
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
個
人
で
持
て
な
い
特
電
遣

物
で
あ
る
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
を
持
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

防
除
嫌
長
が
法
令
に
遠
反
し
て
、
石
高

に
個
人
に
渡
す
こ
と
な
ど
が
あ
る
だ
の

で
す
。
パ
ラ
チ
オ
ン
刺
子
つ
い
て
は
、

こ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
っ
］
任
藷
で
あ

る
防
除
班
長
は
薬
剤
の
密
事
を
擬
譜

し
、
使
い
残
り
の
も
の
は
、
▼
u
任
を
も

っ
て
、
煉
詳
肺
に
か
ざ
を
し
て
保
詳
す

る
よ
う
に
注
遷
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
こ
そ
は
藁
に
よ
る
一
名
の

直
煉
醇
を
精
き
な
い
よ
う
に
し
て
紋
の

収
穫
を
迎
え
る
よ
っ
、
檎
囲
碁
的
佐
郡

で
は
嚢
の
危
薯
防
止
に
万
全
を
期
す

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
（
）
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今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

第
一
期
の
納
期
で
す

納
期
限
　
5
月
3
1
日

期
限
内
に
納
め
ま
し
よ
ぅ

衛
　
生
　
だ
　
よ
　
り

〇
一
舷
住
民
結
核
検
診
実
施

に
つ
い
て

一
般
住
民
結
核
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ

ン
）
を
今
年
は
特
別
に
県
よ
り
違
示
が

あ
り
、
各
部
落
毎
の
襲
接
合
蚊
を
作
成

し
全
日
洩
れ
な
く
検
診
を
実
施
し
、
洩

れ
た
名
は
呼
び
出
し
再
曖
検
診
を
し
ま

す
の
で
、
出
来
る
だ
け
部
落
の
公
民
館

で
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
通
知
し
ま
す
。

（
筋
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
「
往
復
2
カ
月

～
6
才
未
満
」
は
他
。
実
施
し
ま
す
）

記

1
該
当
者
　
六
才
以
上
全
日

（
学
校
、
保
育
凋
、
職
域
で
検
診
を

う
け
る
著
は
除
く
）
・

2
日
鵬
及
び
極
所

6
月
1
日
　
若
松
本
員
飴
（
合
船

津
）
　
1
0
時
－
1
2
暗

鬼
津
公
民
館

6
月
2
日餌）

6
月
3
円

1
3
晴
－
1
5
時

尼
峨
公
民
館

1
0
瞳
－
1
2
時

別
府
公
民
館
（
合
今
畠

1
3
時
－
1
5
時

士
別
薦
公
民
館

1
0
時
1
1
2
時

虫
位
沖
（
長
束
浩
方
）

1
3
時
～
ュ
5
時

6
月
4
日
　
木
守
公
民
館

1
0
鴫
－
1
2
時

滝
本
媒
常
住
室
川

ュ
3
時
～
1
5
時

6
月
5
日
　
老
良
公
民
館

9
時
5
0
分
－
Ⅱ
蝿

広
瀬
神
社
広
域

日
時
～
1
2
時
如
分

速
鉦
町
公
民
館
別
館

1
3
時
3
0
分
～
ュ
5
時

〇
日
本
膳
渡
予
朗
採
種
実
施

に
つ
い
て

日
本
脳
炎
の
糞
何
期
に
入
り
ま
し
た

の
で
次
の
と
お
れ
毛
J
防
態
婁
施
し

ま
す
。
な
お
、
日
本
脳
炎
の
悪
し
き
は

皆
桜
充
分
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
の
際
も
れ
な
く
接
純
さ
れ
る

よ
う
通
知
し
ま
す
。

ュ
該
当
者
∴
年
後
6
カ
月
以
上
余
し
1

2
実
施
場
所
及
び
目
時

締
招
請
開
音
円
小
誌

麓
童
話
率
馨
簑

鑓
童
話
翠
讃
藍

晴
間
は
い
づ
れ
も
午
後
2
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で

3
料
　
金

昨
年
照
脳
の
注
射
を
し
た
人
は
今
年

高
接
種
し
そ
下
さ
い
。
そ
の
他
は

二
固
接
種
し
て
下
き
い
。

今
宿
勧
め
て
接
種
す
る
人

二
回
分
一
二
〇
円

昨
年
攫
都
し
た
人

一
同
分
　
六
〇
門

奈
注
射
を
し
て
は
い
け
な
い
人

現
在
、
秘
の
あ
る
人
、
心
臓
、
腎

臓
鵜
、
妊
娠
6
カ
月
未
満
の
人

－
助
産
費
お
よ
び
葬
祭
費
の

未
請
求
者
は
今
す
ぐ
役
樋

へー

国
民
機
威
保
険
加
入
者
で
、
昭
和
三

上
冗
年
度
中
（
約
年
4
月
－
0
0
隼
3

月
）
に
出
空
文
は
死
亡
き
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
助
瑳
独
文
は
薬
窪
と
し

て
、
国
保
か
ら
二
千
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
前
説
該
当
輩
C
末
だ
受
領
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
役
場
保
健
係

ま
で
印
鑑
持
参
の
士
、
お
加
で
下
さ

参
議
院
選
挙
が
近
づ
き
ま
し
た

あ
な
た
の
お
前
は

選
挙
名
簿
に
の
っ
て
い
ま
す
か
、

念
の
た
め
役
璃
選
挙
係
で

た
し
か
め
て
く
だ
さ
い

基
本
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
九
月
十
五
日
現
在

で
作
成
さ
れ
ま
す
が
、
補
充
選
挙
人
名
簿
の
諸

鐙
は
、
法
律
の
改
正
で
常
時
申
し
出
制
度
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
叢
録
の
申
し

出
が
で
き
ま
す
の
で
、
選
挙
人
名
簿
を
閲
覧
の

上
、
末
諸
鐙
者
は
叢
録
の
申
し
出
を
し
て
下
さ

い。

登
録
申
し
出
に
は
印
鑑
を
必
要
と
し
ま
す
。

御

寄

附

勧

礼

こ
の
た
び
次
の
方
か
ち
、
町
社
会
禍

祉
協
積
金
に
御
寄
附
を
戴
き
ま
し
た
の

で
紙
上
を
っ
て
敬
答
努
々
御
礼
画
し

上
げ
ま
す
。

1
－
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進

福
岡
県
大
会
関
か
る
－

去
る
5
月
6
日
、
福
岡
市
民
会
館
に

お
い
て
、
全
県
下
よ
り
約
二
、
0
0
0

名
が
参
加
し
て
、
盛
大
に
肇
行
さ
れ

た
。
特
に
本
年
は
園
児
参
政
脇
周
年
．

普
通
塞
施
行
釦
周
年
及
び
婦
人
参
政

2
0
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

り
、
ま
た
近
く
参
篭
院
選
挙
が
行
な
わ

れ
よ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
「
明
る
く
正
し
い
参
議
院
選
挙
」

実
現
の
た
め
、
推
進
大
会
の
名
に
お
い

て
次
の
筆
舌
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
良
識
の
府
へ
良
識
あ
る
代
嚢
を
送

る
こ
と
。

三
遊
撃
緊
守
る
こ
と
。

三
、
買
収
供
応
素
遥
放
す
る
こ
と
。

岡
、
投
票
の
自
由
を
寄
る
こ
と
。

正

一
金
－
壱
封

交
通
事
故
入
院
見
蟹
の
返
礼
と
し
て

猛
木
　
仲
野
千
代
子
駿

一
金
　
壱
封

故
諦
崎
彦
濯
氏
香
典
速
と
し
て

別
府
　
高
崎
∴
雅
夫
殿

歳
　
時
　
記

5
月
（
卑
月
）
　
花
脳
（
ぱ
た
ん
）

2
1
日
　
小
　
浦

6
月
（
水
無
月
）
花
矯
（
花
控
蒲
）

1
日
　
鱗
緻
鮒
禁
、
写
真
の
損

気
鎮
記
念
日

等
響
寒
首

4
日
　
む
し
薗
予
防
デ
ー

旧
蕊
蒲
の
節
句

6
日
　
苦
崩

7
日
　
計
離
記
念
日

1
0
目
　
時
の
記
念
日

上
旬
∴
全
国
水
道
週
間

く
じ
う
山
開
き

n
円
　
入
　
梅

釦
は
　
父
の
日


